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Ⅰ はじめに 

本校は、平成 30 年度から、「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校として、学校経営方針

「学校力を高め、教職員が一体となって信頼に応える学校」の下、目指す子ども像「知・徳・体の調和

の取れた生きる力を身につけた子」の実現に向け、学校マネジメントや人材育成、教育課程・指導方法

について、教職員の連携・協働による包括的な学校改善を推進している。 
校長のリーダーシップの下、個々の教職員の力に過度に依存しないよう、学校力を高め、保護者や地

域の信頼に応える学校づくりを目指しており、今年度は、更なる教育の質の向上に向け「教職員の元気

づくり」と「よく分かる授業づくり」を取組の中心に据えて取り組んでいる。 
 
Ⅱ 実践の概要 

 １ 教職員の元気づくりの取組 

  (1)学年団方式による協力体制の強化 

各学年では、学級担任に特別支援学級の学級担任を加えた「学年団」を構成し、学年業務を分担 
することで協力体制を強化している。これまでも学年内で教科指導や学校行事の推進等の担当を分

担してきたが、そこに特別支援学級の学級担任が加わることで、学習進度や学校行事の取組等にお

ける教員間の共通理解がより一層図られるとともに、教職員一人一人の専門性や個性が生かされ、

主体的、意欲的に教育活動を推進するようになってきている。 

「学年団フリー」（学級担任以

外の教員） 

学年団フリーは、学年・学級

の様々な業務や分掌に関わる業

務、学校行事の取組などについ

て、業務の進捗状況を適宜把握

し、全体をサポートする。 

「スクールサポートスタッフ」 

スクールサポートスタッフ

は、16 時以降の時間帯で勤務

し、夕方の打合せ時の電話応対

やＨＰの更新、各種名簿整理等

についてサポートをする。 

初任段階教員 

初任段階教員を各学年団に

バランスよく配置し、複数体制

でサポートをする。 



(2)教科担任制など業務分担による児童と向き合う時間の確保 

    教員の専門性を生かし、算数科や理科の教育の充実を図るとともに、高学年の学級担任の業務

負担を軽減し、児童と関わる時間を確保するため、一部教科の教科担任制の導入及び児童会活動

の担当の見直しを実施した。 

    ① 理科専科・家庭科専科   

      理科専科、家庭科専科として担当者を３名配

置し、主幹教諭が第６学年理科、学校力向上加

配が第４、５学年の理科、再任用の教員が家庭

科を担当している。担当を配置したことによ

り、授業準備の効率化が図られたり、理科室・

家庭科室を中心とした特別教室の環境整備が

進んだりするなど、理科の実験や観察、家庭科

の調理に係る学習の指導が充実してきている。   
また、複数の教職員が学習指導に携わること

で、授業スタイルの共有や学習規律の徹底に組

織的に取り組めたり、特別な配慮を必要とする

児童について、統一した指導の手立てを徹底で

きるようになったりしてきた。 
このような取組により、高学年の担任が児童

に向き合える時間の確保ができてきた。 
    ② 児童会担当者の見直し 

      児童会活動に係る指導を低学年の学年団が中心となって行うことにより、高学年の学級担

任の業務の負担軽減が図られ、学級事務や教科指導の教材研究に活用できる時間が増えた。

勤務時間外で行うことが多くなっていた業務が大幅に削減され、児童に係る時間に余裕がで

きるなど、働き方改革を推進することができた。 
(3)子ども支援部の設立 

学校経営の重点となっている特別支援教育の充実に向けて、特別支援教育コーディネーターを

中心とした分掌「子ども支援部」を新設し、児童一人一人の実態に応じた教育的支援を実現する

ための体制づくりを推進している。 
業務は、特別支援教育に係る対応だけではなく、不登校児童への支援など、生徒指導上の諸課

題に係る業務や幼稚園や保育園、中学校等との引継ぎなどの校種間連携の業務も担っている。 
学校評価に係る教職員アンケートでは、「子ども支援部が子ども支援委員会を定期的に開催す

ることで、児童に係る様々な情報を円滑に共有することができるようになり、相談がしやすくな

った」「困り感のある児童の実

態把握を丁寧に行い、保護者に

伝えることができた」など、肯

定的な意見が多く見られた。 
また、これまで各分掌に分散

していた業務を精選し、必要な

業務について「子ども支援部」

が担当することにより、児童理

解や支援体制がより充実し、全

ての教育活動の基盤となる学

年経営、学級経営の安定につな 
がっている。 
 
 
 

子ども支援部

業務を統合及び
精選することに
よる効率化

教務部

支援が必要な
児童の把握及
び指導状況の
把握

生徒指導部

支援が必要な児童の家庭
環境の把握及び指導

研修部

支援が必要な児童への
指導方法の工夫

特別支援教育
コーディネーター

支援が必要な
児童の状況把
握及び学級担
任へのアドバ
イスの実施

【「子ども支援部」へ各分掌の業務を統合】 

特別支援教育コーディネーター

を中心とした組織へ移行 

【専科教諭等の配置の工夫】 

 



  ２ よく分かる授業づくりに向けた取組 

   (1)「よく分かる！愛国小学校」の拡充 

     学習指導や生徒指導の統一・徹底・一貫・継続を図るため、保護者には学校体制や約束事とな

る内容、教職員には学習指導や生徒指導や朝学習の進め方等を一枚の資料にして配付した。この

ことにより、学校の経営理念や目指す児童の姿が明確になり、保護者と教職員の間で指導方法に

係る共通理解が図られた。また、学習指導や生徒指導について、経験年数にかかわらず、初任段

階層からベテラン層まで、全ての教職員が、同じように児童に指導できるようになり、学校全体

の授業の質が高まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)授業スタイルの共有 

     算数科の指導において、「よく分かる算数～

愛国小学校の算数指導～」を活用し、指導方法

の統一・徹底・一貫・継続を図っている。 

     板書では、問題文は白枠、課題は青枠、まと

めは赤枠で囲むなど、児童が見通しをもって学

習を進められるよう、板書事項の統一を図っ

た。これらが他教科等でも実践されるようにな

ったことにより、児童が進んで学習したり、ノ

ートの書き方を工夫したりするようになった。 

     また、毎年度、異動してきた教職員の意見を

取り入れるなど、内容の見直しを図ることによ

り、取組の充実を図っている。 

年度当初に

保護者に配付

することによ

り、保護者と

教職員が情報

を共有すると

ともに、保護

者からの問合

せに全ての教

職員が素早く

対応できるよ

うになった。 

年度当初に教職員

に配布することによ

り、教職員の共通理

解が図られ、校内の

指導が統一されると

ともに、児童は、進

級したり学級担任が

替わったりしても、

同じきまりで学校生

活を送ることができ

るようになった。 

【「よく分かる！愛国小学校」（保護者版）（一部抜粋）】 

【「よく分かる算数」（一部抜粋）】 

【「よく分かる！愛国小学校（教職員版）」（一部抜粋）】 

【「よく分かる！愛国小学校（教職員版）」（一部抜粋）】 



(3)人材育成 

  学校の教育目標の達成を目指し、組織的、継続的な取組を進めていくためには、それぞれのキ

ャリアステージに応じた校内研修の充実を図る必要がある。本校では、教職員が自主的な研修を

行う環境づくりと、若手教職員を育てるメンター研修に取り組んでいる。 

① 教職員の自主的な研修を保障する取組 

今年度から全面実施となった学習指導要領の趣旨やポイント、学習指導に係る情報など

を「学校力向上推進チーム便り」として定期的に発行したり、メンター研修の内容を全教職

員が活用したいタイミングで活用することができるよう、共有フォルダに保存したりする

など、教職員の研修機会を保障している。 

② メンター研修 

       月１回のメンター研修に加え、各メンティーが率先して

自主的な研修を行っている。各教室を回り、教室掲示を参

考にしたり、国語科に係る指導法やタブレット端末の使い

方を教え合ったりしている。 

また、初任者段階教員研修の一環として、同学年内のメ

ンターのシャドーイング研修を行っている。このことによ

り、メンティー自身も、日頃気が付かなかった細かな指導

技術を学ぶことができていた。 

今後は、メンターがメンティーの授業を参観し、実際の 

指導の様子を踏まえ指導の改善を図る研修を予定している。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

学校評価 教職員用アンケート結果の経年変化 

数値は平均値（４点満点） 
H30 R１ R２ 

４ 特別支援教育の充実 
特別支援学級と通常の学級（通級指導教室）の連携が図られ、

児童一人ひとりを大切にした教育支援が進められている。 
3.0 2.8 3.4 

12 豊かな心の育成 
場に応じた挨拶や言葉遣い、時間を守ることなど、時と場に

応じた言動ができる児童の育成に努めている。 
3.2 2.9 3.3 

19 学びを支える環境 
働き方改革の実現に向けて、勤務時間を意識した業務推進を

心がけている。 
2.6 2.6 2.8 

○ 学年団方式や教科担任制の取組の実施により、業務の改善が図られ、児童と向き合う時間の確保

につながるとともに、効率的に教育活動が推進されることで、学校全体で教育活動の質の高まりが

見られた。 

○ 子ども支援部の新設により、通常の学級も含め、学校全体で特別支援教育の充実が図られ、児童

一人一人のニーズに応じるとともに、児童が抱える課題に即座に対応できるようになった。 

○ 「よく分かる愛国小学校」の作成により、指導方法の統一・徹底が図られ、児童が学習規律を守

り、落ち着いて学習に取り組めるようになるとともに、教職員全体の授業力の高まりが見られた。 

● メンター研修の推進や研修機会の拡充など、コロナ禍においても全教員の指導力の向上を図り、

学習指導を徹底・一貫・継続し、下位層の児童にきめ細かい指導をしていく必要がある。 

● 取組を進めていく中で明らかになった成果や課題を日々の取組に生かすため、学期ごとの学校評

価や児童アンケートだけではなく、より短いスパンで、客観的なデータを用いて行う検証改善サイ

クルを確立する必要がある。 

№ 日付 内容 № 日付 内容 

１ ８／19 メンター研修の概要 ４ 10／16 家庭学習の進め方 

２ ８／21 初任段階教員の振り返り ５ 11／17 学級経営について（予定） 

３ ９／４ 自主研修の意義 ６ 12／１ 国語科の指導の具体（予定） 

【令和２年度 メンター研修の実施状況】 

【メンター研修の様子】 


